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2004年2月16日 朝日新聞

マスコミのリテラシー
←国民のリテラシーを反映
←我々専門家の責任

2003年 我が国でBRCA1/2 遺伝学的検査が開始
しかし予防医療に結びつけるには課題
「がん未発症者にメスを入れるリスク低減手術は医療として倫理的か？ 」という論調

2020年のリスク低減卵管卵巣摘出術（risk-reducing salpingo-
oophorectomy: RRSO）の保険収載前に助けられた命はどれだけあるか？

この論調で思い出すこと・・・

【遺伝性腫瘍症候群関連ガイドライン類の横断的対応の必要性】

https://www.j-circ.or.jp/guideline/guideline-series/

【参考】日本循環器学会 循環器病ガイドラインシリーズ 50の関連ガイドラインをHPにリスト化

遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査（MGPT）に
掲載されている56遺伝子に関連している学会・団体等、掲載
しているガイドライン類は極めて多数
→次のステップとして横断的対応が急務
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• がん未発症者・がん既発症者関わらず、人間ドック・予防医療でも、保険診療でも、

幅広い年代で活用可能（聴診器、心電図、CT/MRIと同様）

• がんと診断される前から施行 ＞＞がんと診断された時点で施行

• 遺伝性腫瘍症候群診療にかかる現状と課題
がん未発症者に対する保険適用や助成支援制度

遺伝子診療部門の標榜診療科化

PGPVと確認検査

結果報告書の匿名化から実名標記に

MGPTを含む遺伝子関連検査の医療機器承認と経済安全保障

骨髄移植・造血器腫瘍・輸血歴と遺伝学的検査

がん生殖・着床前遺伝学的検査（PGT-M）に関する課題

遺伝性腫瘍症候群関連ガイドライン類の横断的対応の必要性

• MGPTの主人公は当事者と家族、医療者、医療機器・診断薬・製薬などの産業界、研究者、当局

→全ての国民がステークホルダ

全国の遺伝子医療部門の皆さんと共にMGPTを活用した我が国の遺伝性腫瘍症候群診療をつくっていきたい

謝 辞

●編編集集にに関関連連ししたたメメンンババーー
石田秀行
吉田 玲子
井本 逸勢
山口 達郎
隈元 謙
荒木もも子
植木 有紗
増田 健太
浦川 優作
田辺 記子
渡邉 淳
金子 景香
甲畑 宏子
松本 恵
大田 浩
川野 純子
德富 智明
平田 真
植野さやか

発表の機会を与えていただきました全国遺伝子医療部門連絡会議のみなさま
遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査（MGPT）の手引き 2025年版の編集および出版後も含めて御世話に
なった皆様に心より感謝申しあげます(敬称略 順不同）

織田 克利
小野 寿子
櫻井 晃洋
松井 啓隆
山本 剛
山本 英喜
山本弥寿子
有賀 智之
池上 政周
大熊 裕介
枝園 和彦
鈴木 茂伸
高柳 俊作
田辺 真彦
蓮見 壽史
八田 尚人
服部 浩佳
松林 宏行
山上 亘

山田 真善
佐藤 綾花
真壁 健
吉浜 智子
桑田 健
大石 一行
岡 知美
奥川 喜永
織田 信弥
小林 佑介
隈元 謙介
鈴木 茂伸
高柳 俊作
竹越 一博
中島 健
中野 嘉子
中山 佳子
蓮見 壽史
松林 宏行

三浦 史晴
宮倉 安幸
母里 淑子
吉村 章代
與那嶺正人
四十谷美樹
木村 香里
高磯 伸枝
友澤 周子
平岡 弓
松川 愛未
重安 邦俊
藤田 裕子
二川 摩周
吉野 孝之
中村 能章

そそのの他他協協力力頂頂いいたた皆皆様様

●外部評価者
大河原和泉
桜井なおみ
瀨下 美和
土井 悟
野口麻衣子
眞島 喜幸
松井亜矢子
桃沢 幸秀

●外部評価を受けた関連学会・団体
一般社団法人日本遺伝カウンセリング学会
日本遺伝看護学会
日本遺伝子診療学会
一般社団法人日本癌学会
一般社団法人日本がん看護学会
一般社団法人日本癌治療学会
一般社団法人日本人類遺伝学会
日本認定遺伝カウンセラー協会
一般社団法人日本臨床検査医学会
公益財団法人日本臨床腫瘍学会

一般社団法人日本遺伝性腫瘍学会理事会・事務局

●編集社
金原出版（株）
宇野和代
中川茜

●厚生労働省がん・疾病対策課
千葉 晶輝
箕浦 祐子

その他ご協力頂いた多くの皆様
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